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.2面 ・・二輪車の交通事故を防止

.3面…ミス七夕コンテスト開く

.4・5面一・特集・市民相談の内

容を紹介

主な 内容

二
酸
化
炭
素
は
自
に
見
え
ま
せ
ん
。
親
幸
三
人
の
モ
デ
ル
家
庭
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素

は
、
年
間
約
二
ト
ン
に
も
な
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
地
球
温
穏
化
の
原
因
だ
と
い

わ
れ
て
も
、
実
感
は
わ
い
て
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
環
境
を
磁
壊
し
て

い
る
の
で
す
。
市
で
は
、
今
年
度
を
「
環
境
元
年
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
地
球
環
境
を
守

る
た
め
に
、
私
た
ち
は
い
ま
何
を
す
べ
き
か
を
、
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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る
量定
問

答
え

で
さ
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

た
ら
ふ
く
食
べ
て
、
有
り
余
る
ほ

ど
の
物
を
消
費
す
る
。
近
く
の
場
所

で
も
車
を
使
い
、
電
気
製
品
は

一
日

中
つ
け
っ
ぱ
な
し
。
そ
ん
な
私
た
ち

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
地
球
環
境

に
大
き
な
負
担
を
与
え
て
い
ま
す
。

地
球
は
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
向
分
が
快
適
な
ら
い

い
」
と
い
う
時
代
は
、
そ
ろ
そ
ろ
終

わ
り
に
し
ま
せ
ん
か
。

-
食
器
洗
い
は
却
C
で

食
時
洗
い
の
お
泌
を
四
十
度
か
ら

三
十
度
に
下
げ
る
と
、

二
酸
化
炭
紫

の
排
出
誌
を

一
世
帯
あ
た
り
年
間
約

二
十
J
4削
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、

テ
レ
ビ
の
主
電
源
を

一
日
一一
十
時
間

消
す
と
、
年
間
約
二
・
二
J
4削
減

で
き
ま
す
。

-
一
週
間
に
8
・
4
枚

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
袋

を
、
私
た
ち
は

一
世
結
あ
た
り
迎
に

八
・
四
枚
も
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「後
で
使
お
う
と
た
め
て
お
い
た

の
に
、
結
局
ご
み
に
出
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
経
験
は
あ
灼
ま
せ
ん
か
。

只
い
物
袋
や
か
ご
を
持
っ
て
い
け
ば
、

そ
の
分
ご
み
が
減
ら
せ
ま
す
。

企
守
刊
%
が
食
べ
残
し

台
所
ご
み
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ

の
約
四
割
が
「
食
べ
残
し
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
手
つ
か
ず
の
食

品
が

二ニ

・九
%
も
。
日
本
の
食
べ

物
の
半
分
以
上
が
輸
入
品
な
の
に
。

av毎
日
1
憶
缶
が

日
本
で
は
、
ピ
l
ル
や
ジ
ュ
ー
ス

に
、
年
間
約
三
百
七
十
七
億
缶
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
一

日
に
換
符
す
る

と
、
な
ん
と

一
位
倍
以
上
に
も
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
「
消
費
は
美
徳
」

と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
を
改
め
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

。

。

環
境
破
壊
の
原
因
は
、

「ち
ょ

っ

と
し
た
使
利
さ
」
や、

「比
せ
掛
け

の
虫
か
さ
」
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
被
害
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
加

害
者
で
も
あ
る
の
で
す
。
ま
だ
ま
だ

危
機
感
が
足
り
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
考
え
、
小
さ
な
行
動

を
和
み
怠
ね
て
い
く
。
そ
れ
が
、
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

民
参
b
で
一
計
亘
一

づ
く
り

今
年
度
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
と

一
紺
に
聡

境
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
窓
口ルは、

平
成
十
年
制
定
予
定
の

「環
境
基
本

条
例
」
や、

平
成
十

一
年
策
定
予
定

の

「環
境
基
本
計
画
」
に
反
映
さ
せ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

マ
専
用
窓
口
を
開
設

(ロ
月
ま
で
)

.
・
・
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
怠
比
を
受
け

付
け
る
専
用
慾
口
で
す
。

・
氾
話
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)
1
1
1
1
(内
総

6
5
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(環
境
へ
の
提
一行
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
送
行
川料
市
負
担
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
却
時
間
受
け
付

け
ま
す
)

マ
住
民
実
態
調
査

(7
月
1
日
実
施
)

.・・四
千
五
百
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
す
。

マ
ま
ち
.つ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

(
8

月
下
旬
予
定
)
・
:
環
境
を
テ
1
マ
に

地
域
主
体
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

マ
こ
ど
も
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

(日
月

上
旬
予
定
)
:
・
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

前
前
に
、
大
人
へ
託
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
つ
い
て
小

・
中
学
生
が
話
し
合
い

ま
す
。

マ
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

(U
月
中
旬
予

定
)
・:
「環
境
元
年
」
の
メ
l
ン
イ

ベ
ン
ト
。
「
環
境
」
に
つ
い
て

一
緒

に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
う
場
と
し

て
、
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
「
循
環

・
共
生
・
参
加
協

働
」
を
テ
l
マ
と
し
た
分
科
会
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

環

境

論

文

を

募

集

し

ま

す

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立
、
望
ま
し

い
平
塚
の
環
境
像
、
自
然
と
の
共
生

な
ど
を
テ
l
マ
に
し
た
論
文
を
非
集

し
ま
す
。

市
民
や
行
政
、
事
接
持
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
た
ら
よ
い
か
、

ど
、
?
す
れ
ば
住
み
よ
い
郷
土
を
未
来

に
引
き
継
げ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
の

提
言
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
ま
た
は
通
学
す
る
個
人
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
(
高
校
生
以
上
)

マ
応
一
#+刀
法

二
千
字
以
内
に
ま
と

め
て
環
境
衛
生
管
理
課
へ
郵
便
(〒
加

平
塚
市
浅
間
町
9
|
1
)、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス

(お
|
2
8
7
0)
で
送
る

マ
締
め
切
り

7
月
剖
H
(木
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生
管
理

課
宮
(お
)
1
1
1
1
(内
線
6
5
9)

• • • • • 
演劇カ守T民センターのカルチャー郁またに、

初めて笠;場しました。3回目の線科目を迎え

た先月27日に、 受講生にイ ンタ ビューしま

した。取材は小磯邦代さん(撫子原)

み

演
劇
を
、
観
る
だ
け
で
な
く

実
際
に
体
験
す
る
事
業
が
、
ひ

ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
運
営

委
貝
会
の
企
画
で
始
ま
り
ま
し

た
。市

が

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
演

劇
」
と
し
て
受
講
生
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
予
定
の
二
十
五
人

を
上
回
る
三
十
四
人
の
応
募
が

あ
り
、
結
同
、
応

ww者
全
日
が

受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
講
師

に
劇
団
民
挫
の
蹴
出
家

・
部
大

防
一
枝
先
生
を
お
迎
え
し
、
七

月
二
十
日
ま
で
の
毎
迦
日
脳
口
、

計
十
三
問
の
講
習
を
受
け
て
い

ま
す
。

劇
は
坂
本
具
立
乃
さ
ん
の
脚

本
に
よ
る
「
木
の
咲
く
と
き
」

で
す
。
取
材
に
伺
っ
た
と
き
は

本
読
み
の
最
中
で
、
部
屋
に
入

る
と
役
を
演
じ
る
参
加
者
の
戸

が
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

せ
り
ふ
阿
し
も
既
に
板
に
付
い

て
い
て
、
水
準
の
向
い
け
い
こ

を
し
て
い
る
み
な
さ
ん
の
顔
は
、

早
く
も
劇
中
の
人
物
に
な
り
き

高校生から50歳代まで幅広い年齢層の

受講生たち。 2~lJ 目左端が湾大防先生

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
こ
れ

も
、
講
師
の
適
切
な
指
噂
と
、

受
講
生
の
熱
意
の
表
れ
で
は
な

い
か
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

け
い
こ
の
後
、
参
加
さ
れ
た

方
々
に
応
募
の
動
機
を
お
附
き

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
若
い
方
々

は

「将
来
に
つ
な
が
る
体
験
に

し
た
い
」
と
、
は
き
は
き
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
四
十
歳
代

の
女
性
は

「子
育
て
も
終
わ
り
、

好
き
だ
っ
た
演
劇
の
募
集
が
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
あ
っ
た
の
で
早

速
申
し
込
ん
だ
」
と
の
こ
と
。

ま
た
、
五
十
成
代
の
男
性
は

「定
年
に
な
り
、

学
生
時
代
の

楽
し
か
っ
た
演
劇
グ
ル
ー
プ
の

活
動
を
思
い
出
し
、
ま
た
味
わ

い
た
く
な
っ
て
参
加
し
た
」
そ

う
で
す
。
み
な
さ
ん
が
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
姿
勢

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

八
月
一一一
日
(日
)
が
公
演
本
脊

と
な
り
ま
す
。
人
生
の
様
々
な

生
き
方
や
人
間
の
尊
厳
を
う
た

い
あ
げ
る
ス
ト
ー
リ
ー
。一

流

講
師
の
巧
み
な
指
導
の
成
果
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

参
加
者
全
日
が
情
熱
を
傾
け

て
公
演
し
た
と
き
、
鳴
り
や
ま

ぬ
観
客
の
拍
手
の
う
ち
に
ど
ん

ち
ょ
う
が
下
り
る
会
場
を
思
い

浮
べ
な
が
ら
、
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。
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塚
市
で
は
、
全
国
平

均
に
比
べ
二
輪
車
の

事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

平
成
八
年
に
平
塚

警
察
箸
管
内
で
起
き

た
二
輪
車
の
事
故
は

七
百
五
十
六
件
で
、

死
者
は
三
人
。
全
事

故
に
占
め
る
割
合
は

全
国
平
均
の
約

一
・

五
倍
に
な
り
ま
す
。

特
に
目
立
つ
の

は
、
十
六
歳
か
ら
二

十
九
歳
の
ヤ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
事
故

で
、
会
事
故
件
数
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

一
千
七
百
七
十
九
人
。
こ
れ
は
、

昨
年

一
年
間
に
、

二
輪
車
の
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
た
方
の
数
で
す
。

。
。

二
輪
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物

で
す
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
事
故
を

起
こ
す
と
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
神
奈
川
県
や
平

市

営

住

宅

の

入
居
者
募
集
は

市
営
住
宅
の
空
き
家
に
入
居
を
希

望
さ
れ
る
方
を
、
六
月
、
九
月
、
十

二
月
の
年
=一
回
募
集
し
て
い
ま
す
。

六
月
の
申
し
込
み
は
、
六
月
四
日
、

五
日
、
六
日
の
三
日
間
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
市
役
所
B
会

議
室
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は

一
世
帯
に
つ
き

一
住
宅
に
限
り
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

マ
主
な
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り

引
き
続
き
1
年
以
上
経
過
し
て
い
る

②
夫
婦
(
婚
約
者
を
含
む
)
ま
た
は
親

子
を
主
体
と
し
た
家
族
で
あ
る
③
現

に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
④
収
入
が
基

準
内
⑤
市
民
税
等
の
滞
納
が
な
い

二輪車の事故は大きな事故につながる
こ
こ
が
危
な
い

マ
二
輪
車
の
視
界
は
縦
長
。
だ
か
ら、

横
方
向
へ
の
注
意
が
手
薄
に
な
る

・
円
以
も
多
い
の
は
出
会
い
頭
の
事
故

募
集
住
宅
の
間
取
り
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
役
所

一
階
築
内
窓
口

・
四

階
建
築
謀
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー

(
M
Nピ
ル
十
階
)
、
お
よ
び
各

公
民
館
で
お
配
り
し
て
い
る

「募
集

の
し
お
り
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
建
築
課
住
宅
係

(
内
線
4
6
4)
へ
。

-
六
月
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
万
田
貝
塚
住
宅

1
種
(
単
身
者

用
)

1
戸

マ
岡
崎
住
宅

1
種
2
戸

マ
龍
城
ケ
丘
住
宅

1
種
4
戸

マ
東
中
原
住
宅

1
種

一
般
枠
6

戸
、
優
遇
枠
1
戸

マ
宮
の
前
住
宅

1
種
2
戸
、
2
種

2
一戸

マ
田
村
植
竹
住
宅

2
種
1
戸

マ
虹
ケ
浜
住
宅

1
種
2
戸

マ
虹
ケ
浜
東
住
宅

1
種
1
戸

-
事
故
の
約
半
分
は
交
差
点
で
発
生

.
6件
に
1
件
は
歩
行
者
事
故

マ
小
さ
い
。
だ
か
ら
、
見
落
と
さ
れ

た
り
、
軽
視
さ
れ
た
り
す
る

・
事
故
の
7
割
は

「も
ら
い
事
故
」。

特
に
、
相
手
が
四
輪
車
の
場
合
は
8

割
以
上
を
占
め
る

マ
車
輪
が
二
つ
。
だ
か
ら
、
バ
ラ
ン

ス
が
悪
く
、
転
倒
し
や
す
い

・
単
独
事
故
の
半
数
以
上
が
転
倒
事

故・
単
独
事
故
の
日
件
に
1
件
は
死
亡

事
故

暴
走
族
を
追
放

強
化
月
間
」
と
定
め
、
事
故
防
止
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

た
ま
り
場
や
暴
走
行
為
を
見
か
け

た
ら
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
、
家
庭

や
学
校
、
職
場
や
地
域
で
、
暴
走
放

を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
、
つ
。

マ
拘
喜一

0
)
 

予どもたちとふれあおう
高校生対象に保育実習を

交
通
安
全
課

(内
線
6
4

夏
休
み
を
利
用
し

て
、
保
育
園
で
子
ど

も
た
ち
と
の
生
活
を

体
験
す
る

「保
育
笑

習
生
」
を
募
集
し
ま

す
。対

象
は
市
内
に
お

ふ 童
Z二ヨ... Eヨ

閥単
主主主 4岡
両日 丈

求 襲

gi 
増

走り し る
族まなと夏
追す が、 を
放 。ら暴自

ヲ ・ そ走走前
E 二 のり族に
ぜ 輪た回がし

5棄均を笠 F
E蓮六 E吾ら
乞 41-'-:月コうまま時
よ 故を多き期
2 防 「 く散に
る 止暴ならな
令。
令。
令。
令。
令。
1> 
4 
1> 。
令。
令。
令。
令。
令。
令。
1> 
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しるあ な れ 頭 あ 脅 り人まりす正個マで苓事いに ミ 係マ 1マ . s . . マ お マ実 た就
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公
文
啓
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保

護
制
度
の
平
成
八
年
度
の
利
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
情
報
管
理
課

(
内
線
6
6
5)
へ
。

-
公
文
書
公
開
制
度

市
が
保
有
す
る
情
報

(公
文
容
)

を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
知
り
た
い

と
き
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保

障
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
七
月
に
導

入
四
年
目
を
迎
もえ
ま
す
。

マ
利
用
状
況
利
用
し
た
方
は
前
年

比
四
百
五
十
六
人
増
の
延
べ

一
千
二

百
四
十
九
人
。
形
態
別
で
は
、
公
文

容
の
公
開
請
求
が
百
三
十
四
件
、
行

政
資
料
や
刊
行
物
の
閲
覧
な
ど
情
報

の
提
供
が
六
百
八
十
七
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

マ
請
求
件
数
と
処
理
状
況
公
開
請

求
の
内
容
は
、
社
会
問
題
に
関
す
る

も
の
が
四
十
四
件
、

行
政
一
般
に
閲

す
る
も
の
が
二
十
人
件
、
誠
会
関
係

が
二
十
二
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

処
理
状
況
は
、
公
開
百
二
件、

一
部

公
開
二
十
九
件
、
非
公
開

一
件
、
取

り
下
げ
な
ど
二
件
で
、

一
部
公
開
を

含
め
た
公
開
率
は
九
九

・
二
%
で
す
。

マ
不
服
申
立
て
お
よ
び
審
査
会
の
結

果

請
求
に
対
す
る
決
定
に
、
不
服

申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平

成
七
年
度
か
ら
継
続
し
て
審
査
さ
れ

て
い
た

一
件
に
つ
い
て
は
、
審
査
会

か
ら
答
申
が
あ
り
、
市
長
は
答
申
ど

お
り

一
部
公
開
し
ま
し
た
。

消防職員の募集
募集人数… 2人程度

. 受験資格 ① 昭和47年4月2日以降に

生まれた人で大学 の課程(大学 院を

除く)を卒業、または平成 10年3月に

卒業する見込みの人② 身長155cm、体

重45kg以上の人③ 両眼とも‘傑眼視力

0.6以上、または0.1以上で矯正視力

1.0以上かつ色党、聴力が正常な人④

市内に住んでいる人、および採用後

市内に住める人。 ただし、隣接市町

に住んでいて通勤可能な人はこの限

りでない

. 受け付け期間

6月2日(月)-6月13日(金)

. 1次試験 6月29日(日)

4・受験申込容の請求 ・問い合わせ先

消防本部庶務課 (内線387)

-保 母 ....・ H ・.....・H ・.. ...・H ・-若干名

昭和50年4月2日か ら昭和53年4月1日までの聞に生

まれた人で、申し込み時 に保母の資格 を有する人、

または平 成 10年3月 に学校教育法に よる短期 大学

(4年制大学 は除く)もし くは厚生大臣の指定する保

母 養成所を卒業する見込みの資格取得見込みの人

φ建築・電気・機械・化学技師H ・...いすれも若干名

昭和44年4月2日から昭和51年4月1日までの聞に生

まれた人で、大学 (短期大学は除く ) の建築工学

関係 ・電気 工学 関係 ・機械工学 関係 ・化 学 関係の

専 門課程を平成5年3月以|礁に卒業した人、ま たは

平成 10年3月に卒業する見込みの人

.一般事務....・H ・.. ..・ H ・..10人程度

昭和47年4月2日から昭和51年 4月1日までの間に生

まれた人で、大学の諜程を平 成8年3月以降に卒業

した人、平成10年3月に卒業す る見込み の人、ま

たは間程 度の学カ を有する人

。受 け付け場所市役所 C会議室

。受け付け期間 6月2日(月)から6月13日(金)まで (土・ 日曜日は|徐く)

<>1次試験日 6月29日(日)午前9時~午後1時 (予定)

。 問 い 合 わ せ 先 職 員 課 人 事担当 (内線321)

。 申 し込み方法 5月15日から市役所3階の職員課などで配布する指定の「申

込容」、 「受験 禁(はが き)J、「自己推薦容」に必要事項を記入して、本人が

直接 持参する。 郵送お よび代理 に よる受け付けは不 可

。清掃し原従量手数料(第2期)(第 1期〉。固定資産税

(第 2期〉。公共下水道使用料(第 1期)

。国民年 金保険料 (第 2期〉

。軽自動車税
5月納期の市税 ・手数料

6月2日(月)納期最終日



回

包;
ミス七夕コンテスト
6月1目、市民センター

今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
七
月
三
日

か
ら
七
日
ま
で
聞
か
れ
ま
す
。

そ
の
七
夕
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

椴
々
な
行
事
で
市
の

「顔
」
と
し
て

活
蹴
し
て
い
た
だ
く
ミ
ス
七
夕
を
選

ぶ

「湘
南
ひ
ら
つ
か
ミ
ス
七
夕
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ

n時
6
月
1
円
(日
)
午
後
1
時

1
4時
却
分

(予
定
)

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料

コ
ン
テ
ス
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

「歌
の
ス
テ
ー
ジ
」
や
、
景
品
が
あ

た
る

「抽
選
会
」
も
開
か
れ
ま
す
。

百
六
十
五
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
、

話

警

奇

季
び

る

親
子
初
人
を
広
島
ヘ

第599号 (1日・ 15日発行)

広
島
で
聞
か
れ
る
平
和
記
念
式
典

に
《
手
加
し
て
い
た
だ
く
親
子
二
十
人

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は、

平
和
の
尊
さ
、
大

広報ひらつか

E乍

茎
裏

葉
遣

切
さ
を
学
び
伝
え
て
い
く
た
め
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
平
和
施
設

を
見
学
し
た
り
、
体
験
談
を
聞
い
た

り
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
小

学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま

で
の
児
童

・
生
徒
と
、
そ
の
親
十
組

(二
十
人
)。

参
加
料
は

一
人

一
万
六

千
円

(親
の
み
)
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、

六
月
二
十
五
日

ま
で
に
総
務
課

(内
総
7
8
3)
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

マ
円
程

〈
事
前
打
ち
合
わ
せ
会
〉

7
月
ロ

三
人
の
ミ
ス
七
夕
が
誕
生
す
る
感
動

の
瞬
間
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

来
場
者
も
審
査
員
に

緋
提

μは
、
ベ
ル
マ

l
レ
平
塚
の

岩
本
郷
雄
一選
手
な
ど
、

会
十

一
人
。

ま
た
、
来
場
者
の
中
か
ら
五
十
人

以
内
で
会
場
稼
査
只
を
お
願
い
し
、

ミ
ス
七
夕
を
最
終
決
定
す
る
二
次
審

究
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

歌
の
ス
テ
ー
ジ
は

「歌
の
ス
テ
ー
ジ」

は
午
後
三
時

十
分
ご
ろ
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。

出
演
は
、
高
山
厳
、
松
原
の
ぶ
・ぇ、

• 

品
川
知
子
の
み
な
さ
ん
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

商
業
観
光
課

(内
線
6
8
7)

高 山厳

ゆ
か
た
を
着
て

七
夕
ま
つ
り
へ

ーー「

す? rvv

宏科
手法
た会b
教識

杢主
が礎

! カ‘
: 辛子ら
・ 少 学

年ぷ

市
民
セ
ン
タ
ー
で、

「松
竹
大
歌

-

e

-

an
'A同
H

川‘

舞
伎
」
と

「劇
団
民
穫

・
ア
ン
ネ
の

日
記
」
が
公
演
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
鑑
れ
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ

は
い
ず
れ
も
市
民
セ
ン
タ
ー

(E
n

|
2
2
3
5)
へ
。

村 .. 
梅5中 h
玉?村 町A

2;宝:竹
砂、22言~ +
昼L同L三ア
』ま :Hii; 司臥

お壁1舞
喜々 伎
に中

日
(土
)

〈広
島
派

8
8月
4
n
(月
)1
6日

(水
)、
車
中
1
泊
、
宿
1
泊

〈事
後
ま
と
め
会
〉
8
月
M
臼
(日
)

市
展
の
作
自
を

募

集

し

ま

す

六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
十
三
日

ま
で
、
美
術
館
で
聞
か
れ
る
第
二
十

回
平
域
市
展
へ
の
出
品
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
対
象
は
十
五
歳
以
上

の
方

(中
学
生
は
除
く
)
で
、
搬
入

日
時
は
六
月
二
十
二
日
午
前
十
時
か

ら
正
午
ま
で
、

場
所
は
美
術
館
で
す
。

〈出
品
規
{話。

。
量
量
:
・①
2
尺
×

8
尺
以
内
@
枠

よ
る
松
竹
大
歌
舞
伎
が
聞
か
れ
ま
す
。

L
a
Aヲ
ふ
だ
っ
Sζ
ん
げ
ん
〈

F
d'm

一一油田は、

「正
札
附
根
元
草
摺
」

。こS
ん
ご
ん
げ
ん
ら
か
い
の
す
け
ど
ち
け
や
れ
V

ら

「
彦
山
縮
現
特
助
剣

1
毛
谷
村

1
」

a
'
a
h
h
q
gぜ
ん

「身
符
鹿
抑
」
で
す
。

マ
円
時

7
月
日
臼
(日
)

・
昼
の
部

午
後
1
時
1

・
夜
の
部

午
後
5
時
1

マ
入
場
料

S
席
四
千
五
百
円
、
A

席
三
千
円

マ
前
売
り

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で

中村吉右衛門

強
り
、
ま
た
は
幅
表
装
仕
立
て
横
物

(全
紙
以
内
)
③
1
人
2
点
以
内
④

未
発
表
作
品

。
工
芸
:
・①
2
M
X
2M
以
内
②
孟

泣
羽
J
4以
内
③
1
人
3
点
以
内
④

未
発
表
作
品

。
絵
画
・
彫
刻
:
・
①
絵
画
は
初
号
以

上
、
彫
刻
は
3
立
方
訂
以
内
②
額
・

仮
額
等
で
す
ぐ
に
展
示
で
き
る
も
の

③
1
人
2
点
以
内

※
以
上
、
出
品
料
は
い
ず
れ
も
1
点

三
千
円
、

1
点
増
す
ご
と
に
一
千
円

。
写
真
:①
半
切
以
上
②
パ
ネ
ル
張

り
額
装
、
ガ
ラ
ス
ぃ衣
装
不
可
。

爪
数

に
制
限
な
し
@
未
発
表
作
品

マ
出
品
科
4
枚
ま
で
三
千
円
、

l

点
的
す
ご
と
に

一
千
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
教
育
課

(内
線
5
2
4
)
へ
。

5
月
四
日
(日
)午
前
山
時
か
ら

ア
ン
ネ
の
日
記

劇
団
民
感
の
公
演
で
す
。

マ
H
時

9
月
7
日
(U
)午
後
2
時

0
・ナ

i

司

O
J7
1

マ
入
場
料

金
席
指
定

三
千
五
百

円

(
学
生
割
り
引
き

一
千
五
円
円
)

マ
前
売
り
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で

6
月
8
日
(日
)午
前
日
時
か
ら

中村梅玉

博
物
館
公
募
写
江
戸展
は、

今
ま
で
に
四
回
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
入
選
作
品
を
同
館

寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し

ま
す
。
変
わ
り
ゆ
く
平
塚
の

う地域の姿

博物館写真展

未来に残そ

会
館
で
聞
か
れ
ま
す
。

対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
十
八
歳

か
ら
三
十
歳
ま
で
の
女
性
で
、
定
員

は
先
豹
順
に
十
五
人
。
費
用
は
無
料

で
す
。

今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
ゆ
か
た

を
潜
て
山
か
け
ま
せ
ん
か
。

マ
日
程

6
月
3
日
i
M
日
の
問
の

毎
週
火
耐
口
、
全
4
回

マ
時
間
午
後
7
時
i
9時

マ
持
ち
物

着
物
ベ
ル
ト

(あ
る
人

の
み
)、
ゆ
か
た
、

半
は
ば
帯
、
タ

オ
ル
2
枚
、
腰
ひ
も
3
本

お
申
し
込
み
は
、
包
括
で
青
少
年

会
館

(包
辺
|
7
0
2
9)
へ
。

中
国
語
の
初
級
講
座

アンネ(J)白書包から

中
凶
人
の
排
附
か
ら
、
本
場
の
中

国
認
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

昼
の
郎
、
伎
の
部
と
も
金
十
在
同

の
講
座

(
い
ず
れ
も
水
附
口
)
で、

定
員
は
先
着
順
に
一
干
人
。
A
Z
講
料

は
一
万
円

(ほ
か
に
教
材
費
二
千
円
)

で
す
。

マ
日
時

(第
3
固
ま
で
)

・
昼
の
部

(午
後
1
時
初
分
1
3時
)

7
月
9
日
、
お
円
、
初
H

-
夜
の
部

(午
後
7
時
1
8時
初
盆

6
月
日
日
、
沼
田
、
お
日

マ
会
場

ひ

ら

つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

会
部
容
一
(M
Nピ
ル
日
階
)

マ
応
拡
-方
法

-事

岬
で
交
流
親
善
課

(内
線
5
9
7)

へ

姿
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料
。
月
臨
日
休
館
。

マ
会
期

6
月
1
日
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ
先

博
物
館

宮

(
お

)
5
1
1
1

我が家の防災対策を確認く連載⑪〉---t6 æ/._~のメy をージを~

ゆめ国体の炉語審寓集..ー--'IZ成 10年 に 開 催 さ れ る 「かながわ ・ゆめ国体Jには、 全 国から

たく さんの選手や飢容が平塚市を初れます。そこで 、 平塚市を P

Rするとともに、長く思い出に残るよう な「際.tn-J を ~;;m します。

非常持ち出し晶を

「大山の遠望J
線影地は繍 (昭和33年)

年に一度は、非常持ち出 し

袋の中身を点検しましょう 。

嶋守iIラジオ、憾中m灯、応急

l去泌品、非常食料、飲料水 な

どは入っていますか。

食 料 や飲料水、氾池の交換

も忘れず に。

。担当防災謀 (内線143)

く>応募資格 市内 にお住まい、お勤め、または

通学している方

<>応募方 法 ①位式、応募点数は向由ゆ 郵送

③ 住所、氏名、年断、職業 (学校) を記入

<>募集期間 6)']]4口(こりまで

〈ο>表 z彰杉 五最E刻千俊凝秀 lしu点a
ο応事募事先 かながわ .ゆ め闘体守予z塚 r市打実 行 委 只

会 事務局 {〒254 、F啄 ili泌 [:3町9-1)

く>問い合 わせ先 国体推進限 〈内線152)錨畠己ニ2

花と緑いっぱいの総合公園

かながわ・ゆめ国体平塚市実行委員会

。清掃する場所 自宅付近の道路、広場や公園など公共の場所

。花火の合図はありませんので、ご注意ください。

。問い合わせ先調境衛生管理課 (内線240)

5月25日(日)
午前8時か5。雨天の場合は6月1日(日)に延期します。

まちぐるみ大清掃
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十一…M
N
宿
一さ
い
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「

島

に

働

け

ば

角

が

立

つ

。

情

に

橋

さ

せ

ば

流

さ

れ

る

。

意

地

主

せ

ば

窮

屈

だ

。

寄

人

の

世

は

お
一三

一

手

当

3

住
み
に
く
い
」
(
夏
目
翠
「
震
」
か
ら
)
。
「
住
み
に
く
い
人
の
世
」
を
、
上
手
に
生
き
て
い
く
方
法
戸
川
口

F
J
宮
司
別
措
身

一
芝
山
一

R

J
C
の

の

一
つ

に

相

談

が

あ

り

ま

す

頭

間

間

五

一

一
川
弔
問
開
雌
亡
幽
膿

円
司
司
コ
一
h

田副・・・・
・・役

-一
一w

一一一
士
晶
胡
圃
・
・
・
・
・
圃
圃
市

圏
・
二

一

芸

I
也

-
-

J
J
M

・・
草

壁
関
濁
川ベ沼

田一一-一一一昨
ふ

γ闘
拡

て
い
ま
す
。
特
に
、
食
生
活
に
つ

い
て

の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

相
談
と
は
、

E
い
に
意
男
を
出
し
て
話
し
合
う
こ
と
。
結
論
を
出
す

の
は
、
あ
く
ま
で
も
自
分
自
身
で
す
:
:
・
。
「
市
民
相
談
」
を
利
用
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
人
間
関

係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、

市
民
相
談
室
で
実
施
し
て
い
る
相
談

の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
予
約

制
の
相
談
は
、
市
民
相
談
室
へ
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

n時
は

「市
民
相
談
」

欄
(
下
欄
)
を
ご
春
雨
…
く
だ
さ
い
。

相
談
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
掛
密
も

守
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
も

「悩
み
」
が

大
き
く
な
る
前
に
、
「
市
民
相
談
」
を

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

マ
市
民
相
談
室

(内
線
2
9
3
・
市
役

所
1
階
)

人
権
法
律
相
談

人
権
相
談

μが
、
家
庭
内
や
隣
近
所

の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
間
関
係
上
の
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
平

成
八
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
七
割
増

の
九
十
九
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
相
談

総
務
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

只
が
、
法
に
基
づ
き
行
政
へ
の
要
望
や

意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

五
面
の

「春
の
行
政
相
談
週
間
」
の

記
事
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
市
民
相
談
」

一
般
法
律
相
談

弁
護
士
が
相
談

μと
な
り
、
法
律
に

か
か
わ
る
問
題
の
相
肢
に
来
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
予
約
制
で
す
。

昨
年
度
は
、
離
婚
、
相
続
、

土
地
の

純
利
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
が
、

二
百

五
十
件
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

登
記
・
供
託
・測
量
相
談

不
動
産
の
登
記
申
請
な
ど
を
、
自
分

で
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
相
談

μで
あ
る
司
法
件
士
や
土
地

家
居
間
州
脊
士
に
、
登
記
に
附
す
る
知
識

を
訪
ね
る
内
容
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
地
と
の
脱
出什
に
つ
い
て
の
相

談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
(
新
・
改
築
)
相
談

地
元
建
設
業
者
の
集
ま
り
で
あ
る
湘

央
建
設
組
合
の
組
合
口
が
相
談
に
乗
っ

て
い
ま
す
。

最
近
は
、
ふ
ろ
場
や
台
所
の
リ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
、
主
婦
か
ら
の
相
談
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

|人権 |E 

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

相談が纏えています
市民のみなさんからの相肢が増えてい

ます。

市民相談室での相談件数は、 H召和61年
度の1，494件から昨年度の2.877件へと、こ

の10年でほぼ倍的しています。 内容も、

より幅広く、専門的になってきました。

そのため、 10年前には 9租矧だった相

談の種類を15種類に増やしています。

発
明
・考
案
・
特
許
相
談

特
許
や
実
用
新
案
な
ど
の
相
談
を
、

受
録
出
願
の
代
離
や
鑑
定
な
ど
が
で
き

る
「
弁
理
士
」
が
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
生
活
用
具
の
発
明

・
芳
栄
に

つ
い
て
の
相
談
が
地
え
て
い
ま
す
。

労
働
相
談

相
談
に
は
、
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

の
相
談
只
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
不
当
解
一服
や

賃
金
不
払
い
、
経
営
者
に
よ
る
嫌
が
ら

せ
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
で
す
。

下
請
け
取
り
引
き
相
談

山
中
小
企
業
+
桑
財
団
の
相
般

μが、

下
消
け
玄
ス
注
先
な
ど
、
仕
事
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
張
気
が
低
迷
す

る
中
、
相
談
が
矧
え
て
い
ま
す
。

年
金
・
社
会
保
険
・
労
災
相
談

消
費
生
活
相
談

商
品
の
品
質
や
昔
、
訪
問
販
売
に
対

す
る
苦
情
な
ど
を
、
消
山
口
生
活
相
談
只

が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
通
信
販
先
な

ど
を
利
用
し
た
若
い
方
か
ら
の
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
原
因
の
多
く
は
、
商

品
や
契
約
へ
の
知
撒
不
足
で
す
。

手
話
案
内
相
談

耳
の
不
自
由
な
方
が
市
役
所
で
様
々

な
手
続
き
を
す
る
と
き
に
、
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
に

つ
い
て
の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
ま
す
。

建
築
設
計
・耐
震
相
談

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
始
め
ま
し

た
。
新
居
の
設
計
へ
、
防
災
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
な
ど
が
配
描
さ
れ
る
よ

う
に
、
建
築
士
が
助
一町一
一
目
し
て
い
ま
す
。

高
年
齢
者
臓
業
相
談

「働
き
た
い
」
と
い
、
丞
思
の
あ
る

六
十
歳
か
ら
七
十
蹴
く
ら
い
の
方
に
、

職
業
安
定
所
の
職
員
が
、
働
く
場
を
紹

介
し
た
り
、
扇
用
に
つ
い
て
の
相
談
を

を
?
と
)
J
C
ρ
t
r。
こ
り
桐
炎
ま

青少年相談室
(市民センター2階)

n34-7311 
至平塚駅

-毎週月~金曜日 9時-16時

。悩みごとは 「ヤ ングテレホン」

ft33-7830 (ミミでナヤミナシ)

毎週月 ~金曜日 9時-181時30分

(土曜日は13時-18時30分)

子育て相鮫室

館
央
民

中
公錯

口
側
、子

ど
も
教
育

-

栂
鍛
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン

市
セ

市民相談室
(市役所 1階)

n23-1111内線293

分-17時

。ボランティア

時30分-17時

。結婚毎週日l曜日 101侍-15時 (第

3日曜日は除く)

。母子毎週月~金|曜日 9時-16時

。家庭児童毎週月~金暇日 9時~

16時

。婦人 6月12日(木)10時-15時

。高齢者職業毎週月~金曜日 9時

30分-16時

。来所 毎週月~金|曜日10時-171時

。電話毎週月~土昭日 9時-17時

(第 2.第4土曜日を除く)

-毎週月 ~木昭日 9時30分-16時

(木曜日は12時まで)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

n36-6013 

毎週月~金曜日 8

子育て相談室
(須賀保育園2階)

n21-7639 

国道134号

。手話案内

30分

。建築設計 ・耐震 6月16日(月)、

7月14日(月)13時-16時

。高年齢者職業 6月5日(木)、

月3日(木)9時-12時

。一般市民 毎週月~金曜日 9時~

16時

毎週金曜日 9時-12時

7 

もしもし健康相談
(保健センター)

n34-1221 

福祉会館

n33-2333 

。専門(法律 ・金融 ・住宅・保健医

療、いずれも予約制) 6月12日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金曜日 8時30

。人権法律 5月20日(火)、 6月3

日(火)、 6月17日(火)13時-16時

。行政 5月20日(火)、 6月17日

(火)、 7月15日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

131時-16時

。登記・供託・測量 6月13日(金)、

7月11日(金)13時-16時

。住宅(新・改築) 5月初日(火)、

6月17日(火)13時-16時

。発明・考案・特許 6月9日(月)、

7月7日(月)10時-15時

。労働 6月12日(木)13時-16時

。下請け取り引き巡回あっせん 5 

月15日、 6月19日(木)13時30分~

16時

。年金 ・社会保険 ・労災 6月10日

(火)、7月8日(火)10時-15時

。健康(予約制) 5月19日(月)、

6月16日(月)9時30分-11時30分

。消費生活毎週金曜日 9時-16時 -毎週月 ・木曜日10時-16時
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カ
ラ
オ
ケ
の
規
制
は

•• 
一
カ
ラ
オ
ケ
の

…
質

問

日い
騒
音
で
迷
惑
し

て
い
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
規
制
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

(
中
堅
今
井
脅
さ
ん
)

ピ
ア
ノ
や
品
目

…
お
答
え

…
-
h

楽
ベ
ッ
ト
の

鳴
き
戸
な
ど
「
生
活
騒
管
」
に

闘
す
る
管
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
日
常

生
活
の
中
に
発
生
源
が
あ
り
、

お
互
い
に
被
害
者
と
な
っ
た
り
、

無
怠
識
の
う
ち
に
加
答
者
に
な

一τル
-

-1
芹
J
!?

一
事園
町
一

一
池山川

一

年
金
・
社
会
保
険
・
労
災
相
談

健
康
相

健
康
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
に
、
保

健
婦
や
栄
養
士
が
、
助
言
や
指
導
を
し

……t
川河
川川
一四一小
川ω閣
は春
一の
行
政
相
談
週
間
恋す
……
…
………
…
一

一一一一削除
。
よ
い
…待

政
一代
一……………………一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一
一あ
な
一定
一ぬ
声
一一容一
一一一……
…

県
や
市
が
固
か
ら
委
任
さ
れ
た
り
、
補

い
て
の
意
見
や
審
車
も
お
聞
き
し
ま
す
。

定
期
的
に
受
け
付
け

行
政
に
対
し
て
「
取
り
扱
い
が
納
得
で
き
な
い
」
「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
苦
情
や
要
望
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
解
決
や
実

現
に
努
め
、
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
:
・
:
。
そ
れ
が
、

行

政
相
談
制
度
(
総
務
庁
)
で
す
。
こ
の
制
度
を
よ
り
広
く
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
が
「
奮
の

行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
行
政
を
提

供
す
る
た
め
、
お
近
く
の
行
政
相
談
委
員
や
行
政
相
談
会
な
ど
で
、

あ
な
た
の
苦
情
や
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
、
総
務
庁

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
只
が
中

心
と
な
っ
て
受
け
付
け
ま
す
。

市
「
域
市
で
は
、
次
の
五
人
が
平
成
九

年
内
月
.
口
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

(任

期
は
二
年
)。

敬
称
附

・
大
久
保
科
治
高
浜
台
お
|
4

・
細
野
冴
子
夕
陽
ケ
丘
町
!
日

・
秦
査
昭
馬
入
本
町

M
l
m

・
秋
山
佳
彦
明
石
町

mー
ロ

・
松
尾
和
代
明
石
町
日
|
お

※
秋
山
・
松
尾
の
両
氏
は
新
任

相
談
は
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
毎

な
問
題
を
受
け
付
け
、
附
係
す
る
役
所

な
ど
と
の
別
に
立
っ
て
、
公
平

・
中
立

な
立
場
か
ら
問
題
の
解
決
を
図
る
制
度

で
す
。

扱
、
ヱ
内
容
は
、
国
や
特
殊
法
人

(J

R
や
N
T
T
、
J
T
や
日
本
道
路
公
団

な
ど
)
の
業
務
に
つ
い
て
で
す
。
ま
た
、

扱
う
内
容
は

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、

「
道
路

標
識
が
わ
か
り
に
く
い
」
「
年
金
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
」
と
い

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相

談
は
、
こ
う
い
っ
た
み
な
さ
ん
の
身
近

県条例で用途地域別に規制

が。お互いに節度を持って

っ
た
り
し
て
し
ま
う
、
複
雑
な

問
題
で
す
。

騒
音
の
組
制
に
つ
い
て
は
、

「神
奈
川
県
公
符
防
止
条
例
」
に

よ
っ
て
、

「用
途
地
域
」
ご
と

に
音
祉
や
使
用
時
間
に
つ
い
て

の
必
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
は
、

午
後
十

一
時
か
ら
午
前
六
時
ま

で
の
問
は
、
商
業
地
域
や
工
来

系
の
用
途
地
域
を
除
い
て
、
使

用
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
騒
背
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
使
わ
せ
る

側
と
使
、
つ
側
の
双
β
が
、
周
聞

の
住
環
境
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
お
刑
を
飲
み
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
る
問
で
も
、
近
所
に
は

眠
り
に
つ
い
て
い
る
子
ど
も
や

お
年
寄
り
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
心
に
と
め

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に

「加
害
者
」
と
な

ら
な
い
よ
う
、
カ
ラ
オ
ケ
は
節

度
を
も
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

マ
担
当
環
境
保
全
課

(内
線

3
3
2
)
 

※
市
へ
の
ご
意
凡
、
ご
提
案
は

お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

当

(内
総
3
5
5
)
に
お
谷
せ

く
だ
さ
い

あなたも女性
防災リーダーに

ご
と
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軽
U

制
な
法
律
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

月
第
三
火
山
畑
円
の
午
後

一
時
か
ら
四
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
屯
話
や

手
紙
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
つ
く
り
課

市
民
相
鼓
係

(内
線
2
9
3
)
へ
。

合
同
相
談
会
が

国

・
県

・
市
合
同
の
行
政
相
談
会
が

聞
か
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
も
ち

ろ
ん
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん

一
人
一
人
の
戸
が
、
住
み

や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。
H

ご
ろ
感
じ
て
い
る
立
見
や
要
望
を
、
お

気
鮭
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
U
時

5
月
初
円

(金
)
午
後
1
時

1
4時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
会

議
電

(M
Nピ
ル
日
階
)

マ
受
け
付
け
る
内
容
法
作
、
人
権
、

国
税
、
年
金
、
教
育
、
愛
託
、
消
費
生

活
、
福
祉
、
お
よ
び
行
政

一
般

※
法
律
相
談
の
み
予
約
制

マ
問
い
合
わ
せ
、
お
よ
び
法
律
相
談
の

予
約
先

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
係

(内
線
2
9
3)

災符はいつ発生するかわか

りません。

そこで、昼間家庭にいるこ

とが多い女性に、防災への心

構えや資総材の取り扱いな ど

を学んでいただこうと、今干f-

も「女性防災リーダーJ育成

講座(全6回)を聞きます。

対 象 は60歳以下の火性で、

定只は50人です。

お申し込みは、 5月 23日

(金)までに防災課(1λj綿 143)へ。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
無
気
力
に
な
っ
た
A
子

無
気
力
な
子
に

「も
っ
と
や
る
気
を
出
さ
せ

る
よ
う
に
」
と
、
し
っ
た
激
励
す
る
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
「
無
気
力
」
と
は
心

の
状
態
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
至
る
過
程
は
様
々

で
す
。
安
い
切
に

「だ
め
な
こ
と
」
と
否
定
的
に

と
ら
え
て
い
て
は
何
も
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

A
子
は
中
学
校
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
元
気
が

な
く
な
り
、
授
業
中
も
ぼ
ん
や
り
し
て
、
成
制

も
下
が
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
家
で
も
本
を
読

ん
だ
り
テ
レ
ピ
を
日
比
た
り
ば
か
り
の
A
子
に
、

お
母
さ
ん
は
強
く
注
意
す
べ
き
か
ど
う
か
迷
つ

て
い
ま
し
た
。
何
事
に
も
な
げ
や
り
な
姿
に
、

い
ら
立
ち
す
ら
感
じ
て
い
た
の
で
す
。

小
学
校
の
こ
ろ
は
勉
強
も
よ
く
や
り
、
負
け

ん
気
の
強
い
子
で
、
周
り
に
も
気
を
追
う
優
し

い
子
で
し
た
。
し
か
し
、

学
校
の
先
生
か
ら
生

活
態
度
が
惑
い
と
注
意
さ
れ
た
こ
と
で
、
お
母

さ
ん
も

「そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
だ
め
じ
ゃ
な
い
」

と
し
か
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
、

A
子
の
で
き
て
い
る
点
を
見
ず

に
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
し
て
い

っ

た
の
で
す
。

A
子
は

「わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う

思
い
を
、
先
生
に
反
発
す
る
と
い
う
形
で
訴
え
、

周
り
と
の
関
係
が
悪
循
環
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。「
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
い
た
の

に
。
も
う
疲
れ
た
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
欲
し

い
」
と
い
う
気
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
。

今
は
、
お
母
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話

し
た
り
、
ト
分
に
比
守
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
気
力
を
た
め
て
い
く
大
切
な
と
き
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山内町
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

ぐ
っ
す
り
眠
り
た
い

肩
車
砲
白
羽

-RE'" 、ゴρ
/

四
十
成
代
の
男
性
。
最
近

仕
耶
が
忙
し
い
せ
い
か
疲
れ

や
す
く
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
夜
も

な
か
な
か
寝
つ
け
ま
せ
ん
。

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
い
方
法

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
答
え

精
神
的
に
も
、
肉
体
的
に

も
、
か
な
り
疲
れ
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
状

態
で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
基

本
は

「睡
眠
」
で
す
。

以
も
眠
り
に
入
り
や
す
い

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

体
温
が
下

が
り
は
じ
め
る
夜
十
時
か
ら

十
一
時
ご
ろ
で
す
。
毎
日
同

じ
時
間
帯
に
寝
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

入
浴
後
に
寝
る
場
合
は
、

ぬ
る
ま
湯
に
卜
五
分
か
ら
二

十
分
く
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
と

つ
か
る
よ
う
に
す
る
と
、

心

身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま

す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は

少
泣

(寝
泊
程
患
な
ら
ば
、

お
勧
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
酒
類
は
温
か
く
、
甘
味

の
あ
る
も
の
を
抑
制
る
一一一
十
分

ほ
ど
前
に
飲
む
の
が
拙
も
迎

し
て
い
ま
す
。

温
か
い
牛
乳
を
ゆ
っ
く
り

飲
む
こ
と
も
、
眠
り
を
誘
う

方
法
で
す
。
音
楽
を
利
用
す

る
場
合
は
、
ス
ロ
1
テ
ン
ポ

で
低
い
音
域
の
曲
が
効
果
的

な
よ
、
つ
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
の
ん
び
り

と
し
た
ひ
と
と
き
を
持
つ
よ

う
に
心
が
け
、
休
日
に
は
嵯

く
汗
を
か
く
程
度
の
全
身
巡

動
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
そ
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
家
族
と
の
会
話
を
大
切
に

し
て
、
自
分
の
考
え
や
悩
み

を
話
し
合
う
よ
う
に
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
か
ら

心
の
病
気

(う
つ
病
や
神
経

症
な
ど
)
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。一

人
で

悩
ま
ず
に
、
気
軽
に
柑
神
科

の
専
門
医
へ
相
談
す
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

av保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
担

)
0
3
1
1

交通災害共済の加入受け付けが4月 1日から始まっています。いま加入する

と、共済期間は加入日翌日力、5来 年4月30日までとなります。掛け金は、大人

500円、70歳以 上 ・身体や精神に障害をお持ちの方300円、中学生以下200円です。

お申し込みは市内金融機関(郵便局を除く〉、または市役所金融機関窓口へ。

交通災害共済に加入しましたか
地域づくり課(内線244)く〉問い合わせ先
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